
　

多
発
す
る
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
。

相
次
ぐ
こ
の
悲
惨
な
事
故
を
受
け
て
、
小

林
交
通
課
長
は「
篠
山
市
の
宝
で
あ
る
高

齢
者
が
犠
牲
と
な
ら
れ
た
こ
と
に
、
怒
り

と
悲
し
み
を
感
じ
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
市
内
で
は
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
交

通
死
亡
事
故
多
発「
非
常
事
態
宣
言
」を
発

令
。
こ
の
状
況
の
中
で
、「
篠
山
警
察
署
は
、

飲
酒
運
転
、
速
度
超
過
、
交
差
点
関
連
違

反（
信
号
無
視
・
一
時
不
停
止
・
横
断
歩
行

者
妨
害
な
ど
）の
取
り
締
ま
り
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
車
両
後
部
に
巨
大
な
電
光
掲
示
板
を
設
置

し
た『
サ
イ
ン
カ
ー
』で
、
市
内
を
巡
回
し
て

い
ま
す
」と
そ
の
取
り
組
み
を
話
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
４
日
に
28
の
関
係
機
関
な

ど
に
よ
る「
篠
山
市
交
通
安
全
対
策
連
絡

会
議
」が
開
催
。
７
月
17
日
に
は
同
連
絡

会
議
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
市
内
４
カ
所
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、「
高
齢
運
転
者
標

交
通
死
亡
事
故
多
発

　
「
非
常
事
態
宣
言
」発
令
中

　

市
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
６
人

中
６
人
が
高
齢
者
で
す
。
そ
の
原
因

と
し
て
、
交
差
点
で
の
事
故
、
高
齢

者
が
道
路
を
横
断
中
に
車
に
は
ね
ら

れ
る
事
故
、
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
要
因
と
な
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎ 

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
自
車

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
歩
行
者
や
他
車
を
い
ち
早
く

発
見
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

薄
暮
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
外
出

さ
れ
る
歩
行
者
・
自
転
車
の
方

は
、
タ
ス
キ
な
ど
の
反
射
材
を
活

用
し
、
運
転
者
か
ら
発
見
さ
れ
や

す
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

信
号
や
一
時
停
止
な
ど
の
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
譲
り
合
い
の
精

神
を
も
っ
て
安
全
行
動
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

◎ 

隣
近
所
や
家
族
で
話
題
に
す
る
な

ど
、
交
通
安
全
に
関
心
を
も
ち
、

注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
の
人
身
事
故
に
か
か

る
交
通
事
故
発
生
状
況（
平
成

19
年
６
月
末
現
在
・
速
報
値
）

を
み
る
と
、
件
数
が
１
１
６
件

（
昨
年
同
期
比
41
件
減
）、
人
数

が
１
４
８
人（
同
70
人
減
）と

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
死

者
数
は
６
人（
同
５
人
増
）と

急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
篠
山
市
交
通
安
全
対
策

連
絡
会
議
は
７
月
５
日
、
交
通
死
亡
事
故

多
発「
非
常
事
態
宣
言
」を
発
令
。
８
月
10

日
ま
で
を
発
令
期
間
と
し
て
、
篠
山
警
察

署
や
篠
山
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

発
令
に
伴
い
、
市
は
市
役
所
本
庁
と
支

所
に
横
断
幕
や
懸
垂
幕
を
掲
げ
啓
発
す
る

「高齢運転者標識」ステッ
カー（縦7.5cm・横4.5cm）

と
と
も
に
、
公
用
車
に「
非
常
事
態
宣
言
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
り
注
意
を
喚
起
。
同

連
絡
会
議
で
も
、
市
内
幹
線
道
路
に
啓
発

の
ぼ
り
を
立
て
る
と
と
も
に
、
小・中
学
校
、

高
校
お
よ
び
事
業
所
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
事
故
防
止
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
交
通
死
亡
事
故
は

い
ず
れ
も
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
連
絡
会
議
は
、「
非

常
事
態
宣
言
」の
発
令
に
先
立
つ
６
月
21

日
、「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
対
策
部
会
」

（
塚つ
か

本も
と

幸ゆ
き

隆た
か

部
会
長
）を
開
催
。
部
会
で
は
、

高
齢
者
の
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
に

張
り
付
け
る「
高
齢
運
転
者
標
識
」を
約

２
千
枚
作
製
し
配
布
し
ま
し
た
。

交通死亡事故多発「非常事態宣言」
　篠山市では、今年に入り交通死亡事故が
多発し、わずか半年で昨年比倍増の6人とな
り、残念かつ予断を許さない事態となっており
ます。
　市民、事業者、行政が、この危機的状況に
ついて認識をあらたにし、交通事故をなくし、
尊い命を守るため、ここに交通死亡事故多発
非常事態宣言を発令します。
　「安心安全のまちづくり」をめざし、安全で
快適な篠山市を実現することは、篠山市民す
べての切実な願いです。
　市民総ぐるみで交通事故防止の徹底を図
り、市民一人一人が交通ルールを守り、交通
マナーを高め、交通事故の防止に取り組むこ
とを宣言します。
　平成19年7月5日
　　　　　篠山市交通安全対策連絡会議
　　　　　会長（篠山市長）

　　　　　　　　　　　酒 井 隆 明

交
通
事
故
防
止
の
心
得

識
」を
配
布
し
、
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

さ
て
、
８
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、
交

通
安
全
県
民
運
動
・
夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
夏
休

み
を
迎
え
、
多
く
の
方
が
篠
山
を
訪
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
外
か
ら
訪
れ
る

方
に
対
し
て
も
積
極
的
に
啓
発
を
行
い
ま

す
」と
小
林
課
長
。
最
後
に
、「
こ
れ
以
上

悲
惨
な
事
故
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
事

故
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」と
力
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

電光掲示板付車両「サインカー」。ドライバーに交通安全を呼び掛けます

篠
山
市
の
宝
を
守
る
た
め

事
故
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む

（兵庫県警察本部提供）

　
一
瞬
に
し
て
わ
た
し
た
ち
の
幸
せ
を
奪
い
去
る
交
通
事
故
。

　

今
年
に
入
り
市
内
で
死
亡
事
故
が
多
発
し
、
す
で
に
６
人

（
平
成
19
年
６
月
末
現
在
）
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
篠
山
市
交
通
安
全
対
策
連
絡
会

議
（
会
長
・
篠
山
市
長
酒さ
か

井い

隆た
か

明あ
き

）
は
７
月
５
日
、
交
通

死
亡
事
故
多
発
「
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
交
通
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
今
一
度
、

交
通
安
全
の
重
要
性
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
部
市
民
課
☎
５
５
２-
５
２
４
２

守りたい！ あなたの尊い命

篠山警察署交通課長

小
こ
林
ばやし
竜
りょう
太
た

さん
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女
性
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
プ

ラ
ン
策
定
に
携
わ
れ
た
長
澤
み
さ
子
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
、
兵
庫
県
男
女
共
同
参
画

推
進
員
や
篠
山
市
女
性
委
員
会
委
員
な
ど

を
務
め
ら
れ
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の「
フ
ィ
フ
テ
ィ
プ
ラ
ン
」の

策
定
を
受
け
て
、「
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識

調
査
の
結
果
を
基
に
見
直
し
が
で
き
、
大

変
満
足
し
て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　

篠
山
市
の
男
女
共
同
参
画
に
向
け
て
の

市
民
意
識
調
査
の
結
果
、「
男
は
仕
事
、
女

は
家
事
・
育
児
」と
い
う
考
え
方
が
今
も

根
強
く
残
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
１
人
ひ
と

り
の
自
己
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
は
、
啓
発
や
研
修
な
ど
を
通
じ

参
画
で 

共
に
拓ひ

ら

こ
う 

ゆ
め・未
来

　

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
責
任
や
喜
び

を
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
。

　

篠
山
市
で
は
、
平
成
14
年
３
月
に「
篠
山
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」を
定
め
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
19
年
３
月
に
は
、
近
年
の
社
会
状

況
な
ど
に
合
っ
た
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
、「
フ
ィ
フ
テ
ィ

プ
ラ
ン（
篠
山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
後
期
計
画
）」〜

参
画
で 

共
に
拓
こ
う 

ゆ
め
・
未
来
〜
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、「
フ
ィ
フ
テ
ィ
プ
ラ
ン
」の
概
要
と
、
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ま
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介

し
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

を
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
部
男
女
共
同
参
画
課

☎
５
５
２‐５
１
１
７

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
入
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
男
女
が
共

に
歩
む
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
11
年
６
月
に「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
篠
山
市
で
は
平
成
11
年

４
月
に
企
画
課
内
に
女
性
政
策
係
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
視
点
か
ら
ま
ち

づ
く
り
の
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
、「
篠
山

市
女
性
委
員
会
」を
発
足
。
平
成
14
年
３

月
に
は
、
庁
内
で
組
織
す
る
篠
山
市
女
性

政
策
推
進
本
部
を
中
心
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も

と
に
、「
篠
山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

（
平
成
14
年
度
〜
平
成
23
年
度
）を
策
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
10
月
に
は
プ
ラ
ン
策

定
以
後
の
社
会
状
況
や
男
女
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
な
ど
を
受
け
て
、「
篠
山
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」を
設

置
し
、
中
間
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
委
員
会
は
公
募
お
よ
び
推
薦
に
よ
る
市

民
委
員
５
人
と
市
職
員
10
人
の
計
15
人
で

構
成
。
平
成
19
年
３
月
に
は
、
後
期
計
画

と
な
る「
フ
ィ
フ
テ
ィ
プ
ラ
ン
」（
右
表
参

照
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
地

域
の
男
女
共
同
参
画
意
識
の
高
揚
に
向
け

て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
設
置
や
、

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、市
審
議
会
へ
の
女
性
委
員
の
登
用
、

男
女
共
同
参
画
条
例（
仮
称
）の
制
定
な
ど

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
も
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

① 

結
婚
後
や
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
る
女

性
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
事
を
分
担
し
、

家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

② 

地
域
の
役
員
に
男
性
だ
け
が
な
る
の
で

は
な
く
女
性
も
参
画
し
て
、
地
域
に
関

す
る
決
定
に
互
い
の
意
見
を
反
映
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
１
人
ひ
と
り
が
考
え
、
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
経
緯

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
に

　
「
男
女
共
同
参
画
」と
い
う
と
、
と
て
も

難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い
を

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う
意

識
を
も
つ
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
日
常
の
中

で「
こ
れ
は
何
か
変
だ
」と
感
じ
る
こ
と
が

フ
ィ
フ
テ
ィ
プ
ラ
ン
を
策
定

フィフティプランの基本理念と基本目標

　男女共同参画社会の実現のためには、法や制度の改正
とともに人々の意識が変わることが重要です。男女が互
いに認めあい、尊重しあう思いやりの心が、人々の行動
を変え、また法や制度、慣習などをも変え、住みよい社
会をつくっていきます。

基本目標Ⅰ　男女が互いに認めあい、尊重しあうまち

　地域の運営は、男女を問わず、多くの人々によって支
えられています。市民1人ひとりが、その個性と能力を十
分に発揮し、いきいきと、安心して暮らしていける地域を
つくるためには、地域づくりの活動に男女がともに参加し
ていくだけでなく、地域づくりの方針や方向性を決定する
過程に、男女がともに参画することが必要です。

基本目標Ⅱ　男女がともに地域づくりを担うまち

　男女がともにその個性と能力を発揮し、仕事と家庭生
活に参画することは、生き方の選択の幅を広げ、より豊か
な生活をおくることにつながります。

基本目標Ⅲ　男女がともに仕事と家庭を担うまち

　男女共同参画社会の実現は、行政のみで達成できるも
のではありません。市民活動などの活性化とともに、市
民と行政がパートナーシップを構築し、一体となって取り
組むことが重要です。

基本目標Ⅳ　市民と行政がともに男女共同参画を推進するまち

て
、
1
人
で
も
多
く
の
方
に
男
女
共
同
参

画
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
住
み
た
い
ま

ち　

さ
さ
や
ま
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
ほ
ほ
笑
み
な
が

ら
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
男
女
共
同
参
画
推
進
員
や
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員
と
し
て
、
男

女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
画
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

山
崎
玄
夫
さ
ん
は
、「『
フ
ィ
フ
テ
ィ
プ
ラ

ン
』を
策
定
し
ま
し
た
が
、
男
女
共
同
参

画
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
認
識
は
依

然
と
し
て
低
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」と
話

さ
れ
ま
す
。

　

篠
山
市
で
は
、
家
庭
や
地
域
か
ら
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
男
女
共
同

参
画
推
進
員
を
自
治
会
ご
と
に
設
置
。
そ

し
て
、
男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に

地
域
活
動
に
参
加
す
る
女
性
は
多
い
も
の

の
、
自
治
会
役
員
に
就
く
女
性
の
割
合
は

ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
は
、

ま
ず
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
識
改
革
が
大
切

で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
事
情
は
異
な
り
ま

す
が
、
女
性
が
参
画
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
」と
期
待
を

込
め
て
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
は

自
己
改
革
が
必
要

男
女
共
同
参
画
意
識
を
高
め

女
性
が
参
画
で
き
る
社
会
に

男女共同参画プラン策定委員長

長
なが
澤
さわ
みさ子

こ

さん（大山下）

男女共同参画プラン策定副委員長

山
やま
崎
ざき
玄
ふか
夫
お

さん（川阪）

男女の人権尊重
あらゆる分野への男女共同参画
 男女がともに安心して暮らせる社会づくり

基 本 理 念
男女共同参画を推進します。
誰もが住みよい社会を実現するために―
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